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▲ 期待に胸をふくらます子ども
たちを乗せ出発する学習船
「うみのこ」

地域の特色ある教育を紹介します ２
～テーマは環境・教科書は琵琶湖・そして船上で新しい出会いや友情を～

湖上に浮かぶ学校「びわ湖フローティングスクール」【滋賀県】

滋賀県では，子どもたちの宿泊体験学習の場を母なる湖「琵琶湖」に求め，県内
の小学５年生全員を対象に，学校教育の一環として，湖上に浮かぶ学習船「うみの
こ」による航海体験学習事業が実施されています。
ここでは，１泊２日の湖上航海を通じて，湖水の調査をはじめとする環境学習や
集団宿泊を通じて，いろいろな地域の友だちとの交流や友情を深めることをねらい
とした様々な取組が行われています。
一度に２４０人が宿泊できる学習船「うみのこ」は，昭和５８年の就航以来，１，５００回
以上の航海を数え，航行距離は地球８周分に相当する約３２万キロになりました。そ
の中で友情の輪を広げ卒業していった子どもたちは，約２８万人に上ります。

びわ湖学習（環境学習）
～湖の生の姿から，水の大切さや自然の大切さを理解するきっかけに～

○湖のいろいろな箇所での水質の透明度調査や深層水の観察
○地域を流れる川の水と湖との比較
○湖の中で生活する様々なプランクトンの観察や水草の採取

海洋活動
～船ならではの活動を体験できる機会に～

○カッター活動 ○手旗やロープワーク
○甲板みがき

交歓交流活動
～乗船した子どもたち同士の交流と友情

を更に深いものに～
学習船「うみのこ」には，近隣の地域の学校の
子どもたちが，一緒に航海するよう計画されています。
１泊２日の船上での様々な学習や集団宿泊生活の中
で，同じ学校の子どもたち同士はもちろん，同時乗船
校の子どもたちとの交流を通じて，新たな発見や新たな友情が芽生えることを期待
して学校紹介や名刺交換，ゲーム，綱引き大会等様々な交歓交流活動の機会が用意
されています。
また，規則を守り，互いに協力していくことの大切さを肌で自覚する機会にも
なっています。

京都府や大阪府の子どもたちも参加
～琵琶湖・淀川流域の子どもたちとの交流を～
さらに，平成１１年度からは，琵琶湖や自然を思いやる気持ちを共有してくれるこ
とを期待して，琵琶湖・淀川流域の京都府や大阪府の小学生にも参加を呼びかけ，
交流が深められました。
今後も，より多くの子どもたちが，学習船「うみのこ」で様々な体験学習を行う
中で，琵琶湖の強力な理解者，応援者に育ってくれることが期待されています。

第１編 進む『教育改革』
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▲水質の透明度調べ ▲プランクトンの観察 ▲カッター活動

▲湖岸清掃 ▲甲板みがき ▲交歓交流活動
～参加した子どもたちの声から～

● とてもうれしかったのはビワクンショウモという植物プランクトンを見つけたこと。
それはびわ湖にしかいないプランクトンだからです。

● 透明度調べでは、中の井川の水が一番汚くて、水無瀬川の水が一番きれいだった。
でも、昔は水無瀬川ももっときれいだったかもしれない。
びわ湖の北湖と南湖は同じ湖なのに、何で南湖の方がにごっているのだろうと思っ
た。

● 最初はみんなばらばらだったけど、声を出してうまく進むようになりました。
漕いでいるとき、みんなの声が聞こえて、「すごい！みんなの心が一つになった」と感
じました。（カッター活動に取り組んで）

● 他の学校の友達と会った時、すごくはずかしかった。でも、すぐにしゃべれるよう
になった。はじめて会った人なのになぜか気楽に話せるようになったり、遊んだりで
きるようになった。また会いたいなあ。

● フローティングスクールに行くと、いっぱい友達がつくれるよ。それにびわ湖のこ
とがいっぱいわかるよ。それにびわ湖の広さが少しだけどわかる。びわ湖はすっごい
広かった。びわ湖学習でびわ湖の７０mの深さの水をさわったらすっごい冷たかった。

滋賀県では、「環境こだわり県」を目指し、早くから琵琶湖の総合的な
保全をはじめとする様々な環境保全に対する取組が行われています。
琵琶湖は滋賀県だけでなく、日本の、そして世界の大切な宝物です。

その保全には県内だけでなく周辺地域の人たちの協力が欠かせません。
この「うみのこ」で育った県内をはじめ周辺地域の多くの子どもたち

が、琵琶湖のファンとして、そして将来の自然の守り手として、今後、
琵琶湖だけでなく地球規模での環境保全に主体的に取り組んでくれるこ
とを期待します。

２
日
間
の
日
程

教育改革 Q&A ～教育改革に関する様々な疑問にお答えします～
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